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最 新 刊
刺蹄 國大學教授 浬 學博士 大 久 保 準 三 著 1

靉..灘 蠎1驫.
韆 躑.幾 灘 譲..旨'層 一.…

定 價 金 六 圓 五 拾 錢 遞 料 金 拾 八 錢

本 審 は 新 制 度 の 中 等 歡 育 物 理 學 敷 授 要 目 に;}yNて 物 理 學

一 般 の 知 識 をZF易 に 且 つ 系 統 的 に 詳 蓮 して,其 の 概 念 を 遺

漏 な く收 得 せ しめ る と共 にn常 生 活tz於 て 屡 遭 遇 す る多

くの 事 項 を も加 へ物 理 學 の 實 際 的 邏 用 に資 せ しめ んzと

を期 した。 就 中其 の 基 礎 的Ti並 に;其 の 原 則・法 則 の 物 理

學 的 意 義 を詳 設 し,其の 根 本 的 知 識 を理 解 せ しめ るZとsz

努 めn.。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 逑 を も述 べ,力 め て新 知 識 を

知 ら しめ る と 共 に,世界 の 物 理 學 進 歩 の趨 勢 を 明 か に した。

挿 鬧 は 物 理 學 講 義 に 極 め て 重 要 な る地 位 を 占 め る も の で

あ るか ら,力め て 多 數:に 之 を探 用 し,而も十 分czを 川raて

直 接 實 驗 し た 賓 物 寓 具 を 多 く牧 め,器械 器 具 の 如 き も 多 く

實 物 の 寫 眞 を以 て した.徇 各 租 類 の 計 算 を多 數 探 録 し,共

の 模 範 的 解 法 を示 し何 人 に も直 に要 領 を會 得 せ しめ るや

う に 心 掛 け π。

要 す るIL本 書 は著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て 物 理 學 全 般 に

亘h縱iz解 読 した る もの此 の 鮎 に 於 て 全 く類 書 を見 な

い の で,中等 學 校 物 理 教 授 者 諸 子 の 絶 好 の 參 考 書 で あ 島高

等 學 校 專 門 學 校 學 生 諸 子 の 無 二 の 參 考 書 で あ う,中等 學 校

生 徒 諸 子 の 白修 復 習 の 此 の 上 も な い 指 南 書 で あ る。
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'自 然科學研究叢書

近 世 高 等 代 數 學 鵬 二`畝月獅

霾都1塑響 璽 園 正 造 著

高 等 物 理 學 概 論 醜 二年刊獅

蹇北幣 響 讐 大 久 保 準 三 著

物 質蓮 動 論 と物理 化學 脚 二籵一臉行

薪 繋1窟耀 堀 場 信 吉 著

動 物 發 生 學 翩 二籵二」」獅

蓮粥響ナ蠶蠍鑿大 島.廣 著

環 の 理 諭Aa#G.二 籵二臉行

型 警鸞 彎 園 正 造 著

昭和二年十二丿」螢行'

轟都警1欝歌鑾 喜 多 源 逸 著
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至交堂編輯部編

代數問題集
學習參考用 ・T科 書併用

錢
錢
錢

卜
五
,
+
八

七
八
金
金
金

用
用
各

鬢

料

初
上
逾
價定

のぞウ當に題問のく多數風へ思とんぜ上に學數代み
㌔
凡

解法 に熟逹せねばな ら識。 それには良 き問題集 を選擇 して欷

科書 と併用せねばな らぬ。又如何に多 くの問題 を集 あて竜,

ただ雜然 と探録 しYzの では,徒 らに勞多 くして所期の結果は

得 られなU'o

本 問題集は中等學校數學敏授要目に準據 して編纂せ られた

ものであつて,悉 く模範的問題を輯録 し,意 をその配列 に用

u,易 よ4tz入3,初 學の者 をも一度本書 を手 にせぱ順次

に導 きて代數學の奧fit:せ しめるzと が禺來 る。

貴重 なる精力 と時問 とを徒費す るzと な く,最 も遑か に上

逹せ しめ ることは本書の主眼 とす る所である。 これまことに

本書が刊行_in,}育 界YL於 て多大の好詐 を博 し,績 々として

諸中等學校 に数科書併翔 として採用せ られ,叉 學生諸君か ら

は,最 新理想的衣 る代表的學習塞考用問題集 として歡迎せ ら

れつ 丶ある所以である。實 に本書は代數學難4:惱 め る學生諸

君竝 に高等學校專門諸學校受驗生諸君itと つて無二 の良參考

書 である。
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學
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整
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増
田
惟
茂
先
生
著
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皿 團

鬣
鑞
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靆
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錢

今
や
世
界
の
心
理
擧
は
全
く
劃
博
代
的
の
新
氣
蓮
に
際
會
し
、
其
根
柢
か
ら
害
改
め
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
本
書

は
こ
の

新
氣
蓮
に
乘
じ

て
從
來
0
何
れ
の
學
設
に
も
捉
は
れ
る
こ
と
な
く
,
著
者
獨
特
の
思
索
と
贇
驗
と
を

某
礎
と
し
て
其
の
蘊
箒
を
傾
倒
し
心
理
學
の
眞
面
目

を
闡
明
す
る
と
共
に
今
後
の
新
暹
路
を
示
し
て
ゐ
る
o

一一一

本
書
は
從
來
の
心
理
學
害
に
見
る
が
如
き
根
錬
α
不
安
定
な
る
實
験

や
テ
ス
ト
に
慊
ら

す

し
て
、
堅
實
な
る
理
論
で
墓
礎
づ
け

な
が
ら
心
理
雄
の
,實
強
を
懇
篤
に
詳
逑
し
た
。

本
書
は

一
面
に
於
て
哲
學
書
で
あ
る
。
軍
な
る
思
索
や
混
薄
な
ろ
輝
驗
哲
學
に
慊
ら
す
し
て
、
そ
の
實
驗
的
研
究

を
徹
底
せ
し

め
な
が
ら
。
人
生
に
對
す
る
深
い
同
情
と
眞
理
に
對
す
る
飽
ぺ
こ
と
な
き
熱
求
と
に
轟
ら
れ
な
が

ら
著
者
獨
特
の
哲
學
槻
を
読

述
し
九
。

*
書
は
各
章
の
排
列
に
獨
自
ω
新
機
軸
を
出
し
、
説
明
頗
る
懇
切
初
學
者
に
對
し
て
は
最
も
分
り
易

く

一
談
以
τ
諸
家
の
娩
を

知
り
世
界
ω
心
理
墨
界
の
趨
勢
に
逋
じ
心
理
學
の
正
し
い
學
ぴ
方
を
示
し
、
爾
叉

一
居
立
人

つ
て
研
究
せ
ん
と
す
る
導
門
家
に

舞
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
其
の
好
俘
侶
ね
ら
ん
こ
と
を
期
し
九
〇

著
者
は
我
國

心
理
墨
界

に
於
け
る
新
進
の
大
家
,本
書
は
實
に
著
者
か
十
數
年
の
研
究
の
結
晶
で
あ
つ
て
,
其
所
詭
は
啻
に
我
ガ
心
理
學
界

の

一
大
撚
城
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
,
正
に
世
界
の
心
理
學
界
に
對
し
て

一
大
貢
献
を
な
す
も
の
で
あ
る
o
若
し
夫
れ
英
佛
獨
の
何
れ
か
の
、

國
語
で
書
か
れ
た
な
ら
ば
世
界
の
心
理
學
界
に
於
て
も
亦
廣
く
且
眞
面
目
に
讀
ま
る
べ
き
世
界
的
名
著

で
あ
る
。
苟
も
新
心
理
學
の
眞
諦

を
解
し
心
理
學
の
斬
機
運
を
知
ら
ん
と
す
る
人
は
先
づ
本
書
を
見
ら
れ
よ
。

.
卩

.
「

i
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松
井
茂
先
生
序

堀
内
文
吉
先
生
著

刊 新最

謂

建

(
凾
・、

凾

團

囲

圈

!?7:i

定
價
金
壹
圓
五
拾
錢

鑑

料

金

八

錢

輓

近
心
理
學
應
州

の
方
面

は
著
し
く
發
逹

し
、
曰

く
教
育

心
理
學
、
曰

く
商
店

心
理
學
、
曰

く
購
買
心
理
學
、

曰
く
犯
罪

心
理
學
等

々
と
無
限

に
籏

大
し

つ

・
あ

る
。

し

か
も
獨
り
警
察
方
面

に
對
す
る
專
門

的
研
究
の

閑
却
せ
ら
れ

つ

・
あ
る
の
傾
向

は
、
心

理
學

の
應
用
が
現
代

計
會
生
活

に
善

悪
些

に
重
大
な
る
影
響

を
及

ぼ
し

っ

・
あ
る
に
鑑
み
て
眞

に
遺
憾

で
あ

る
。
本
書

は
こ
の
缺
陷

を
補
足
し
、
驚
察
官

必
須

の
心
理
學
を

速

に
修
得

せ
し
め
ん
が
爲

、特

に
警

察
官
教
養

に
經
驗

深
き
著
者

が
多
年

の
蘊
蓄

を
傾
倒
し

て
成

れ
る
者
.

特

高
警
察
、
高
等
警
察
、

刑
事
警
察
等

は
皆

一
般
心
理
學

は
勿
論
、
特
殊
心
理
學

の
力
を
緊

要
と
す
る
.就

中
本
能

問
題
、
感
情
問
題
、
群
衆
心
理
.
犯
罪
心
理
等
は
何

れ
も
皆
警
察

の
重
要
問
題

で
あ

る
.
著
者

は
本

書

に
於

て
、

一
般

心
理
學

と
此
等
警
察

官

の
爲

の
特

殊
心
理
學

と
の
關
係
を
詳

逋
し
、
隨
所

に
犯
罪
の
實

例
を
引
謹

し
て
其

應
用
上

に
遺

憾

な
き

を
期
し

た
.
而
も
用
文

は
卆
明

に
し
て
、
素
養

な
き
者

も

一
讀
先

づ

心
理
學

の

一
般

に
迺
じ
、
而

し
て
後
警

察
心
理
學
と
し
て
の
應
川
方
面

に
達

し
得

る
や
う
懇
切

に
記
池

し

誠

に
本
書

は
警
察

心
理
學
書

と
し
て
最
初

に
成

れ

る
且

つ
眞

に
完
備

せ

る
名
著

實

に
警
察
官
各
自

必
備

の
寳
典

で
あ

り
、
同
時

に
警
察

に
關
係

を
有
ち
又
は
興
味
を
持

つ

「
般
飛
會

人

に
と
り

て
も
亦
絶
好

の
參
考
書

で
あ

る
.

{



物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)

驟
磁
饌
晦
賑
齦
文
學
士
大
島
正
徳
著

醗
價
鴨
眦
+
鹸

二十三版
本
書
は
倫
理
哲
學
を
以
て
我
か
學
界
に
重
き
を
な
せ
る
著
者
か

、
そ

の
骸
博
な
る
知
識
を
以
て
倫
理
學
上
の
諸
問
題
を
最
も
廣
汎
に
瓦
り
極

め
て
公
李
に
取
扱

つ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
生
命
と
す
る
所
は
各
種

の
倫
理
學
設
を
最
も
正
確
に
解
設
し
τ
.
こ
れ
を
正
當
に
批
剿
す
る
と

同
時
に
,
著
者
狒

n
の
意
見
を
以
て
串
貫
す
る
を
忘
れ
な
か
つ
た
こ
と

で
あ
る
。
夏
に
本
書
の
主
眼
と
す
る
所
臓
、
そ
の
籍
菩
を
傾
倒
す
る
底

の
も
の
で
な
く
て
,
寧
ろ
倫
理
學
の
入
門
書
た
ら
し
め
ん
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。
騎
つ
て
そ
の
解
設
に
於
て
も
用
文
に
於
て
も
準
明
を
旨
と
し

何
人
と
雖

も
一
讀
壷
ち
に
そ
の
要
領
を
會
得
せ
し
む
る
こ
と
に
心
を
m

ひ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
誼
者
は
自
己
の
反
省
と
貰
践
と
に
資
す
る
と
共

に
,
進
ん
で
は
人
生
の
哲
學
的
思
索
の
諸
問
題
に
對
す
る
金
腱
を
耙
握

す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
實
に
本
書
は
邦
人
の
手
に
な
れ
る
殆

ん
ど
唯

一
の
倫
理
學
権
論
と
も
云
ふ
べ
く
、
思
想
問
題
の
喧
し
い
時
に

於
て
そ
の
根
本
的
善
導
法
を
標
置
す
る
絶
好
の
著
書
で
あ
る
。
更
に
本

書
は
專
門
學
校
の
倫
理
學
敬
科
書
と
し
τ
も
極
め
て
逋
常
な
も
の
で
あ

る
。

棘
購
纏
観
姐
畩
勲
文
畢
士
大
島
正
徳
著

航
%
+
爵
韻

廡
現
代
は
哲
累
の
時
代
で
あ
る
。
實
に
哲
學
は
人
生
の
深
化
で
ゐ
り
眞

理
の
殿
堂
で
あ
る
。
眞
の
自
山
と
解
放
と
逑
観
と
は
轟
ら
哲
學
的
思
索

に
よ
つ
て
の
み
律
ら
れ
る
。
惟
ふ
に
覗
代
に
於
け
る

一
切
の
思
想
問
題

肚
魯
問
題
乃
至
数
育
問
題
は
今
や
そ
の
根
木
よ
り
の
解
映
を
要
望
し
て

ゐ
ゐ
哲
學
的
思
索
は
此
等
諸
悶
題
の
解
決
に
對
す
る
畦

一
の
倉
謎
で
あ

る
本
書
に
收
む
る
所
は
覗
今
世
界
を
風
軅
し
つ
Σ
あ
る
英
米
の
經
験
派

の
哲
學
を
主
と
し
加
ふ
る
に
佛
の
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
哲
學
を
以
て
し
た
。

費
に
こ
の
縄
驗
學
派
の
哲
學
は
獨
邁
派
の
哲
畢
と
剤
針
立
し
τ
哲
墨
の

分
野
を
叢
し
九

一
大
潮
流
で
あ
る
。
而
も
我
墨
界
に
於
て
看
過
さ
れ
て

居
る
一
面
で
あ
る
。
著
者
は
我
が
國
に
於
け
る
經
驗
學
派
の
第

一
人
者

そ
の
姆
匝
に
し
て
徹
属
セ
る
解
詭
論
明
は
よ
く
こ
の
學
派
の
本
つ
く
眞

理
観
の
特
質
と
根
底
と
を
指
摘
し
か
ね
て
人
生
生
活
の
原
則
を
闡
明
し

て
ゐ
る
。
是
れ
や
が
て
哲
傑
的
思
索
の
全
野
に
亘
つ
て
理
醒
を
助
け

一

逋
の
光
明
を
與

へ
た
も
の
で
あ
る
。

9
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棘
鷯
漣
貘
輪
嫐
蠍
文
學
士
大
島
正
徳
著

齪
網
一擱
4
孅

扨場
飯五 第本

書
は
著
者
か
人
生
の
腐
處
に
立
つ
て
廣
く
そ
の
思
想
生
活
の
各
般

に
亘
り
内
面
的
に
極
め
て
深
刻
に
思
索
し
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

書
の
所
論
は
文
化
の
本
質
よ
り
人
生
の
法
則
に
闘
す
る

一
般
的
理
譲
を

初
め
更
に
進
ん
で
現
代
の
所
謂
思
想
問
題
よ
り
賢
際
生
活
に
ま
で
立
入

つ
て
ゐ
る
。
實
に
歐
洲
大
職
後
の
改
逍
は
畢
竟
精
神
文
明
の
提
唱
に
あ

る
、
精
紳
文
明
の
普
及
に
よ
つ
τ
人
生
を
高
め
人
生
を
價
値
づ
け
ん
と

す
る
に
他
な
ら

ぬ
。
而
し
て
精
神
文
明
の
要
素
は

一
に
か
か
つ
て
思
索

に
存
す
る
o
こ
の
思
索
に
よ
つ
て
思
想
を
深
め
そ
の
思
想
に
よ
つ
τ
自

ら
も
生
き
瓧
會
を
も
蕁
く
是
れ
文
化
生
活
の
根
本
義
で
あ
る
。
然
ら
ば

如
何
な
る
思
想
に
よ
つ
て
自
ら
も
坐
き
肚
曾
を
も
導
く
べ
き
か
、
如
何

な
る
思
索
か
人
生
を
最
も
意
義
あ
ら
し
め
る
か
、
思
索
が
如
何
に
人
間

生
活
に
重
要
な
る
か
,
是

れ
本
書
が
提
唱
せ
ん
と
す
る
大
眼
目
で
あ
る

今
や
時
代
は
大
動
遙
よ
り
小
動
搖
に
破
壊
よ
り
建
設
に
、
衝
動
化
よ
り

合
理
化
に
移
り
逕
ま
ん
と
し
、
入
々
は
そ
の
心
に
目
醒
め
て
人
生
の
根

底
よ
り
思
案
し
深
く
新
に
改
遣
の
逍
を
求
め
ん
と
し
て
ゐ
る
。
此
の
時

に
霊
り
哲
躍
的
思
索
を
以
て
我
が
離
界
に
重
き
を
な
せ
る
著
者
の
該
悼

な
る
知
識
を
傾
倒
し
た
る
言
設
は
快
刀
亂
麻
よ
く
人
生
の
新
生
活
を
開

拓
し
て
人
心
の
歸
趨
す
る
所
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
賢
に
本
書
は
精
神
文

明
の
墓
礎
を
決
定
す
る
も
の
で
、
同
時
に
讀
者
の
思
索
生
活
を
よ
り
深

く
根
本
的
に
善
導

す
る
繦
好
の
著
書
で
あ
る
。

棘
綱
縦
嬰
擁
簸
鞭
文
學
士
大
島
正
徳
著

齪
麒
裲
尋
鰻

暫

版五忽一

国 齟■
騰 臓

鞣

亨韈

饗
攤
譲

…

今
や
吾
が
思
想
界
は

一
大
危
機
に
際
せ
り
、
上
下
三
千
年
に
亘
り
て

逹
綿
と
し
て
變
ら
ざ
り
し
吾
か
國
民
思
想
は
歐
洲
戦
筏
の
外
來
田心想
に

影
響
せ
ら
れ
て
ハ↑
や
全
く
混
亂
の
默
慫
に
あ
り
.
此
時
に
於
て
當
に
な

す
べ
き
は
吾
か
國
民
患
想
と
外
來
思
想
と
の
調
和
に
あ

り
新
思
想
と
舊

思
想
と
の
融
合
に
あ
り
o
此
の
雨
思
想
を
融
和
す
る
に
は
先
づ
國
昆
思

想
を
閑
明
し
,
國
民
思
想
と
外
來
思
想
と
の
畏
短
利
不
利
を
考
祭
し
批

刺
し
て
新
殖
徳
を
樹
立
せ
ざ
る
可
ら
す
、
新
思
想
の
批
割
と
新
迸
徳
の

樹
立
是
れ
賞
に
刻
下
の
念
務
に
し
て
識
者
の
思
ひ
を
潜
U
る
所
箸
者
亦

茲
に
見
る
所
あ
り
て
本
霧
を
公
に
す
。
内
容
は
第

一
自
由
解
放
瓧
曾
蓮

帶
,
第
二
國
家
人
絡
踰
,
第
三
現
代
と
遯
徳
的
改
造
,
第
四
自
發
教
育

と
自
發
迸
徳
の
四
項
目
よ
り
成
り
更
に
二
十
二
の
細
目
に
分
る
著
者
大

島
丈
學
士
が
斯
界
の
重
鎭
九
る
事
は
世
既
に
定
蕚
あ
り
。
本
書
か
新
時

代
の
無
二
の
經
典
た
る
醇
言
を
俣
た
す
。
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定
價
金
貳
圓
五
拾
錢

料

金

拾

錢

現
代

は
立
憲
自

治
の
制
度

の
下

に
生
き
る
時
代

で
あ

る
。

而
し
て
自
治

公
民

の
精
紳
的
自
覺

に
封
す
る
要
望

は
今

日
よ
り
大
な
る
も
の
は
な

い
。

近
頃
頓

に
公
民
教
育

の
必
要

が
唱
説

せ
ら
れ
自
治
訓
練

の
急
務

が
叫
ば

れ
立
憲

思
想

に
關
す

る
肚
會
教

化
が
努

め
ら
扎

る
に
至

つ
た
の
は
喜

ぶ
べ
き
現
象

で
あ
る
。

而
も
現
時

の
實

情

よ
り
す
る
と
更

に

一
層

深
き
根
柢

よ
り
之
を
基
礎

づ
け
更

に
徹
底
的

に
之

を
國
民
意
識

の
内
部

に
植
付
け

る

に
あ

ら
ざ

れ
ば
個

人
並

に
自
治
團
饐
乃
至
國
民

の
獨
立
的
人
格

と
し

て
の
生
長
發
展

は
極
め
て
覺
束
な

い

も
の
が
あ

る
。

本
書
は

こ

・
に
見
る
所

が
あ
り
自
治

公
民
の
法
制
的
解
釋

の
上

に
出

で
專

ら
精

紳
的
思
想
的

解
釋

を
施
し

て
そ
の
根
本
義

を
明

か
に
し
た
。

著
者

は
哲
學
倫

理
を
以

て
我
が
學
界

に
重
き
を
な
せ
る
大
家

そ
の
卒
常

の
學
者
的

思
索

を
基
礎

と
し
最
近
東
京
市
敢
育
局
長
と
し
て
實
質
的
方
面

の
體
驗
を
以
て
先

づ
自

治

の
・本
義
を
説

い
て
自
修
自
律
自
考

に
及
び
公
民

の
意
義
を
論

じ
て
秕
會
我

の
自
覺
を
究

め
更

に
人
生
哲
學

の
奥

義

に
立

つ
て
現
代

肚
會

の
世
相
を
解
剖
痛
論

し

て
そ
の
缺
陷
を
指

摘
す
る
と
共

に
そ

の
進
路
を
示
明
し

憂
國
慨

世
の
熱
誠

は
紙
幅

に
盗

れ
世
人

の
猛
省
を
促

す

こ
と
極

め
て
切
な

る
も
の
が
あ
る
。

而

も
透
徹

せ
る

理
論

を
読
く

に
專
ら
卒

明
を
旨

と
し
何
人
と
雖

も

一
讃
直

に
そ
の
要
領

を
曾

得
せ
し
め

る
こ
と
に
意
を
用

い

た
實

に
本
書

は
自
治
立
憲
制

の
下

に
普

選

の
現
代

に
國
民
指
導

の
最
大
幹
線

を
描
出
し
た
る
も
の
萬
人
必
讀

の
自
治
公
民
讀
本
で
あ

る
。

「
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女

子

新

作

文

丈
吊
博
士

交

學

士

尾

上

八

郵
著

堀

越

喜

博
著

3.00

014

活盲と歌
路に堀人
を鑓 柴
拓瘁冒舟
くせ博に
dpiら先 て
筒れ生知
と今共 ら
共本にれ
に著多し
作を年尾
交威女上

界 し子八
の期闢瑞
双界女先

壁に歉生

戸r

等

新

作

交

丈
學
博
士

五

+

嵐

力
著

3.00

0.14

無

盡

藏

駒
澤
大
學
長

丈
學
薄
士

忽
滑
谷
快
天
箸一
1.70

o.os

飜
鑼

轢
難

譲
藩
器
溯
癖

磯
鸛
雛

媼
齔
鐘
禦
嬲
諜
黷
鸚

英
詩

英
文

の

賞

玩

そ

ろ

あ

る

き

谷

榮
著

1.50

o.io

緲

算

東
京
帝
國
大
劇
歉
授

交
墨
傾
士

藤

村

作
編

緲

日

本

ヨ

永

代

藏

塞
帯
踊
大
學
欷
投

丈
學
博
士

藤

村

作
編

上

方

文

學

と

江

戸

文

學

京
帝
國
大
學
歌
擾

丈
學
博
士

藤

村

作
著

… 匝 … .

Oos

管京て英
の高英来

向@QF$n$
ふ駛英夊
所投文療
亦とのの
嗤 し妙名
ふて咏篇
べ斯 を雄

き界説作
もにくを
の定碆抄

が訓i者諍
ああは論
らり元騨
う彩束 し

鑼
鱗
講

伽羈
鞴

學
校
歡
科

用
と
し
て
遺
憾
な
き
を
期
し
た

0.t6

昧駒占周
蹟のむ丈
を代るII,
助喪 元畢
け作噪'こ
踏編期古

昂&者り典
校の鬼と
散註才共
科 嘩酉に
用は鶴熏
とこの要
しの所の
て名謂置

好篇町位
距ひ人を

o.oa

圃

書

名

著

名

定

個

料

ヂ

近
松
四
鴨
芭
羅
履
驚
戯
作
者

の
群
淨

瑠
璃

浮

営
草
子
俳
讒

洒
踏
本
と
浪
華

か
ら
江
戸

へ
邑
と
り
ム
丶

の
悠

川
期

の
文
型
珊
者
は

其

研
究
の
第

一
人
者
所
設
干
明
獨
白

の
撞

内

特

色

一 一

1



物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)

版三忽

國
史
研
究
叢
書
第

一
編

東
京
帚
國
大
學
助
教
授

文
學
博
士

李
泉
澄
「先
生
著

該瓢

噐

■

鱧

・握

サ

ほ
　

コ

　

本
書

は

從

來

殆

ど

閑

却

せ

ら
れ

た

る
中

世

に
於

け

る
精

脚

生

活

を

主

題

と
し
,

前

人
未

踏

の
境

地

を

開

拓

し
、

冖
先

づ

上

代

に
於

け

る
教

育

を
檢

討

し

て
其

本

質

を

究

め
、

を

見
.

以

て

上

代

よ

り
受

け

た

る
縞
即
胛
的

遘
産

を

明

か

に
す

る
と

北
ハ
に
,

た

上

代

憧

爆

の

心
境

が
、

一
巾

肚

に
於

け

る

上
代

憤

憬

の
念

は

や

が

て
古

典

の
研

究

を
勝

起

し

た
。

を

明

か

に
す

る

と

共

に
、

古

典

の
研

究

能
…度

よ
り

引

い
て
.

逾

に

上

代

の
丈

學

的

價
値

は
、

を

明

か

に
す

る
と

共

に
.

を

明

か

に

し

た
。

一
中

世

に
於

け

る
教

育

の

瀬

泉

た

る
寺
院

の

活
動

を

詮

き
.

の
本

體

を

見

る

と

共

に
、

し

て
.

其

の
謬

見

を
打

破

し
.

定
慣

金

四
圓

五

拾
錢

逶

料

金

拾

八

錢

之

を
縱

横

に
解

剖

し

論
議
し
、

新

た
な

る
組

織

を

與

へ
ん
と

試

み

た

も

の

で

あ

る
。

之

が
中

世

に

入

つ
て

如
何

に
避

醍

し

た

る
か

王
朝

の
裏

徴

に

よ

つ
て
莇

し

如

何

に
強

烈

に

各
方

面

に
現

れ

て

ゐ

る
か

を

見

た
o

よ

っ

て
著

者

は
其

に
そ

の
事

構

強

烈

な

る

宀示
教

意
識

の
舳問
題

を

誘

導
し
.

中

世

に
於

い

て
全

く

宗

敦

的

便

値

に
置

き

換

へ
ら

れ

る

に

至

つ

た
事

情

此

の
宗

教

的

意

識

は
主

と
し

て
寺

院

の
活

動

に
依

っ
て
雌

域

せ

ら

れ

た
事

悟

其

の
時

代

相

と

の
關

係

を

探

つ
て

寺

院
教

育

從

來

唯

「
の
教

育

機
關

と
考

へ
ら

れ

て

ゐ

た

金

澤

文

庫
,

足

利

璽

校

を
解

剖

兩

者

と

も

殆

ん

ど

教
育

に
開

係

の

な

い
こ

と

を

明
快

に
指

摘

し

た
。

一
申

世

生

活

の

一
大

主

流

を

な

す

憂

欝

の

本
質

を
解

剖

し

て
深

刻

な

る
時

代

形

相

を
詳

細

に
、

詮

述

す

る

と

共

に
、

之

が

上

代

末
期

の
頽

駿

と
、

翼

に
陰

陽

逖
.

宿

曜
范

並

に
佛
教

思

惣

に

因

由

す

る
事
惴

を
園

明

し

た
。

一
更

に

中

世

に
於

て
擦

頭

し

た
薪

勢

力

た

る
武

士

的
精

紳

の
特

性

を
論

じ
.

共

の
思

想

的

根

柢

が
即

宗

に

ょ

っ

て
興

へ
ら

れ

た

ζ

と
を

論

き
.

や

が

て
宋

撃

が
之

に
代

つ
た

所

以
を

明

か

に
し

た
。

著

者

は
國

史

學

界

に
重

き

を

な

せ

る
薪

進

の
大

家
、

共

の
透

徹

し

た

歴

史

觀

と

最

も
薪

し

い
研

究
法

と
を

具

體

化

し

て

錯

雜

極

り

な

き

中
世

構

帥

生

活

の

種

々
相

を

捉

へ
、

よ

く

其

の
闇

黒

を

照

破

し
.

遺

憾

な

く

興

の

全

面
容

を

展

開

」

て

ゐ

る
。

蓋

し

本
害

に
依

つ
て
歴

奥

家

は

其

の
研

究

の
薪

生

面

を
焚

見

し
、

思

怱

家

は
中

世

に
於

け

る
文

化

的

價

値

を

見

禺

す

で

あ

ら

う
。
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研
究
叢
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第

二
編

東
京
帝
國
大
學
助
教
授

文
學
博
士

丞
-
泉
澄
先
生
著

定

債

金

參

圓

五
拾

錢

我
が
國
中
世
期
は
從
來
專
ら
武
家
購
代
と
し
て
取
扱
は
れ
、
そ
の
肚
會
生
活
に
極
め
て
密
接
な
る
闢
係
を
有
し
.

る
地
位
を
占
有
す
る
抻
就
並
に
寺
院
に
就
て
の
研
究
は
殆
ど
閑
却
せ
ら
れ
て
ゐ
た
、
本
書
は
中
世
皇
に
於
け
る
こ
の
大
快
陷
を
補
は
ん

が
爲
に
專
ら
當
時
の
旋
寺
と
肚
會
生
活
と
の
關
係
を
研
究
し
た
も
の
で
、
之
に
依
つ
て
我
が
中
世
期
は
始
め
て
そ
の
遣
賓
剤
を
闃
明
す

る
こ
と
か
幽
來
九
。

金

拾

四

錢

而
も
極
め
て
重
要
な

ア
ジ
ー

ル
(寺
入
り
)
を
中
心
と
し
て
耽
會
に
於
け
る
寺
院
の
地
位
を
論
死
し
九
。
先
づ
西
歐
諸
國
の
ア
ジ
ー

ル
の
歴
臭
を
述
べ

我
か
國
上
代
に
於
て
殆
ど
見
な
か
つ
た
ア
ジ
ー

ル
が
中
世
に
入
つ
て
漸
く
諸
寺
の
間
に
發
逑
し
霆
に
は
如
何
な
る
重
雛
犯
人
と

雖
も

一
度
寺
鬥
を
入
れ
ば
忽
ち
追
跡
を
免
れ
,
寺
院
は
殆
ど
治
外
法
構
を
有
し
公
家
武
家
と
鼎
立
す
る
に
至
っ
た
献
勢

を
設
述

し
た
。

經
濟
生
活
を
中
心
と
し
て
肚
寺
と
耽
曾
と
の
關
係
を
究
明
し
瞿
。
即
ち
市
町
村
の
發
逾
.
商
業
、
金
融
等
の
状
憑
を
逑

べ
蔑
母

子
、
無
養
、
爲
賛
等
の
發
逑
か
肚
寺
に
員
ふ
所
多
き
を
設
き
關
所
御
師
等
に
就
て
耻
寺
と
交
通
と
の
關
係
に
及
び
、
更
に
西
洋

の
ギ

ル
ド
に
比
す
べ
き
座
の
問
題
を
論
蓮
し
九
。

蜻
檸
生
活
の
方
面
に
於
て
歎
育
を
主
と
し
肚
會
と
の
關
係
を
明
か
に
し
九
。
即
ち
幾
多
の
新
發
見
に
よ
の
中
世
の
往
來
物
約
三

十
種
を
と
つ
て
之
を
縱
横
に
解
剖
し
.
子
弟
は
沓
く
寺
院

に
學
び
敏
科
書
は
多
く
信
侶
の
乎
に
成
つ
て
吐
寺
か
教
育
の
中
心
を

な
し
た
群
情
を
論
じ
弛
。

か
や
う
に
犯
し
難
き
特
欄
を
有
し
肚
曾
生
活
の
中
心
を
な
し
た
肚
寺
が
中
世
ω
終
霆
世
の
始
に
於
て
俄
然
勢
力
を
夫
墜
す
る
に

至
つ
旗
状
勢
を
諱
き
内
外
に
そ
の
涼
因
を
覚
め
て
世
蓮
の
權
移
を
明
瞭
に
し
た
。

箸
者
の
前
著

『
中
世
に
於
け
る
精
神
生
活
』
は

一
度
出
で
て
學
界
に
異
常
な
る
セ
ン
セ
ー
シ
ヨ
ン
を
惹
起
し
思
想
界
讃
書
界
に
大
な
る

波
紋
を
描
い
た
。
少
壯
氣
鏡
な
る
著
者
は
學
界
庄
目
の
焦
點
に
立
つ
て
A
-又
本
鞍
を
な
す
。
實
に
本
書
は
著
者
が
大
墾
院

に
於
け
る
研

究
の
結
果
を
要
約
し
た
も
の
で
審
査
の
結
果
學
位
を
授
け
ら
れ
弛
も
の
.
著
者
の
中
世
史
研
究
の
第

一
歩
で
あ
つ
て
、
未
だ
曾
て
知
ら

れ
な
か
つ
た
幾
多
の
重
要
な
る
史
實
を
騒
使
し
て
前
人
未
到
の
境
地
に
參
入
し
國
史
に

一
新
生
面
を
開
い
た
も
の
で
あ

る

實
に
本
書

は
少
壯
敢
爲

な
る
著
者
の
生
新
な
る
史
眼
と
正
確
著
實
に
し
て
而
も
自
由
奔
放
な
る
態
度
を
以
て
書
か
れ
た
る
も
の
、
こ
れ
從
來
の
吏

書
に
絶
え
て
見
ざ
る
所
で
あ
る
。

.
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東
京
帝
國
大
學
助
教
授

文
學
博
士

軍
泉

澄
先

生
著

版三忽

定
價
金

參

圓

四
拾

錢

迭

料

金

拾

四

錢

あ 徹 如 關 研 共 擧 傳 を の 家 月 に背 面 見 本 發 本
るせ き し究 の 位 し隱 特 並 に 究 にFi識 誹 の 書
oゾ 國 に 他 を て れ 質 に し明 徹 躍 をの 新 は

桑 新 守 史 困 源 得 殆 た を久 て しせ 如 語 卷 醗 著

卷 見護 界 難 頼 た ど る鮮 能 履 て す た る 頭 で 者

是 解 地 に な 朝 る奇 斷 か 由れ 莓 ん る者 卷 何 の

れ を頭 議 ゑ が 參 蹟 簡 に に る溌 ぱ 者 で 尾 れ 過

金 出 に 論 座 朝 考 的 零 描 碍 の を.1ヒが を も去

玉 し就 沸 の 冠 論 に 墨 出 て 眞 悉 まあ 歴 飾 學 十

の た て 騰 問 の 交 成 の し複 相 くな る 史 ゑ 界 年

女 る諸 し題 年 で 功 間 た 雜 を論 か 。研 我 を間

字 が 家 た を號 あ しに る極 喝 破 つ 更 究 が 驚 に

苟 如 の る提 を るた 辿 が り破 し海 に に 歴 倒 於

もき:議際 げ 用 。る り如 な し前 砂其 一 史 せ け

歴 論 に て ひ

史 木 紛 嶄 諸 ざ
に書 糾 新 家 セ

志 に しな と し
す 牧 た る論 事

者 む る心 陣 箭
の る際 理 を を

必 諸 に 的 張 聞

談 論 其 研 り明
の 文 等 究 た し

好 は の に るた

著 何 學 依 が る
で れ 設 り如 が

あ もの よ き如
ろ 國 根 く き
。史本jFI?j'

界 的 の 龜 經
の膜 眞 山 濟

第 謬 相 上 史
一 を を 皇 上

線 指 明 殉 最
に摘 か 國 も

立 しに の 霞
つ て しeau

も別 た 斫 に
の に る 願 し

で 透 が に て

が 建 ミ き た 後 共 史 薪 觀 しる

如 武 史 る十 の 實 旗 並 め 國

き 中 又 實 が 三Aの 霞 些 た 史

杢 興 史 を如 年光 研 を歴 もの

く前 上 明 ぎ の 束 究 飜 史 の 研

國 後 に快 ●長 照 に しに で 究

史 に 煙 に徳 年 宮至 て 於 あ論

界 於 滅 紐 川 月 の つ 史 け る交

獨 け せ 識 家 を 史 て 學 ろ 。十

歩 る るだ 康 費 實 は の 質
の 小 五 て の しを逧 正 と

覬 設 辻 経 逾 た 言黛徹 し.眞

が よ 宮 濟 金 りいせ き と

あnを 的 を とて る 歸 は

る も研 方研 い は雁 趨 著
u奇 究 面 究 ふ 寛 史 を者

そ な し ょ し通 永 観 明 の
し る て りて 設 の と か 史
て 波 は 家 は を大 犀 に學

此 瀾 守 康 希 覆逖 利 しに

等 重 良 秀 覯 し營 な た 幽
三 疉 親 忠)て の る る す

篇 の ヨ三家 史 僅!ド爬 も る
は 御 の 光 料k惴 光 の 高

薯 竺 御 の を 十 を と 著 邏

者 浬 齋 性 尾 七 仔 は 者 な

が を蹟 格 州 ケ細 赦iの る

篇

を

肱

録

し

た

る

も

喚

凡
て

是
れ

前
人

未

,
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東
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山

中

謙

一

先

生
著

幽

鑼

翻

籌

囓
團

蟹

定

價

金

途

料

金

拾

四

錢

一
盟
臾
學
究
極
の
目
的
は
個
々
の
史
實
を
研
究
し
て
其
眞
祁
々
究
め
る
と
い
ふ
よ
り
も
、更
に
進
ん
で
そ
の
個
々
の
史
實
か
人
類
生
活
に
如
何

な
る
意
義
を
有
し
,そ
れ
ガ
如
何
に
發
展
し
τ
覗
代
生
活
を
馴
致
し
た
か
を
明
か
に
す
る
所
に
存
す
る
。
本
書
は
實
に
我
か
史
學
界
に
重
き
を

な
す
著
者
が
,
こ
の
史
學
本
楽
の
立
揚
に
立
つ
て
西
洋
坐
を
概
扱
し

一
系
の
下
に
組
織
立
て
枇
新
し
い
試
み
で
、其
の
透
徹
せ
る
雁
史
観
と
豐

冨
な
る
思
想
的
素
養
と
最
も
新
し

い
研
究
法
と
に
よ
つ
て
よ
く
其
眞
刺
を
究
め
て
ゐ
る
G

一
本
書
は
西
洋

史
の
知
識
に
正
し
い
系
続
を
興

へ
人
類
生
活
に
意
嬰
あ
ら
し
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
亡
。
即
ち
古
代
美
術
、文
藝
復
興
、
蓆
業

革
命
,
世
界
大
厩
、
古
代
希
脹
の
諸
聖
,
シ
ー
ザ
ー
。
那
翁
、
沙
翕
、
〒
ル
ク
ス
其
他
儿
て
の
史
實
を
捉

へ
て
史
上
に
如
何
な
る
意
義
を
有

し
如
何
な
る
役
割
を
果
し
叉
將
來
に
期
何
な
る
影
簿
を
及
ぼ
す
か
を
誰
い
て
之
を
嚴
正
に
批
判
し
た
。
而
し
て
著
者
の
犀
利
な
る
史
眼
は
此

等
史
實
の
襤

に
溝
む
思
想
生
活
の
眞
禰
〃
捉

へ
其
變
暹
推
移
の
歌
を
大
観
し
人
類
生
活
碗
股
の
貰
相
を
描
出
し
た
。

一
夏
に
過
去
の
史
賓
に
よ
つ
て
現
代
の
山
つ
て
來
つ
た
趣
を
明
確
に
し
た
。
即
ち
古
代
に
就
て
は
文
化
の
變
遷
描
移
の
跡
を
辿
り
、近
雛
に
就

て
は
政
諭
耗
會
の
方
面
に
重
き
を
置
き
、
か
く
て
現
代
文
明
發
通
の
縵
路
を
明
か
に
し
,以
て
骼
來
の
向

ふ
べ
き
所
に
資
せ
ん
と
し
距
。

誠
に
本
沓
は
人

懃
耗
瞼
の
總
記
録
で
あ
り
,卓
越
せ
る
文
化
史
で
あ
つ
て
特
に
現
代
隼
活
に
密
接
な
る
交
渉
を
有
す
る
鮎
に
於
て
禹
人
必
説
の

良
著
で
あ
る
。
實
に
本
書
に
よ
つ
て
歴
史
家
は
其
研
究
の
新
生
面
を
發
見
し
,
一
般
凝
饗
家
は
龜
き
ざ

る
興
味
を
覺
え
な
か
ら
現
代
世
界
の
大

勢
を
知
る
と
北
ハに
境
代
瓧
暫
生
活
に
對
す
る
正
し
い
理
解
を
御
る
こ
と
が
出
來
る
。

,

噛
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『

,

従
來

の
萬
漿
研
究
書

の
多
く
は
殆
ど
そ

の
註
釋
宙

に
と
ど
ま

つ
て
ゐ
る
。
本
書

は

こ
の
鮎

に
あ
き
た
ら
ず
し
て
、
萬
漿
集

に
逾
脂
深

い
菊
暫
が
、
從
來

の
成
髭

に
捉

は
れ
ず
、
全
く
白

由
の
高

提

に
立

つ
で
深
く
そ

の
内
容
木
質
に
立
ち
入
り
、

そ

の
考
搬
篇
に
何
鯵

の
拘
宙
?
乞
も
感
一丁
る

こ
と
な
く
、
霧
ら
悦麗
輝
…的
能
簡度
を
と
つ

て
根
本
的

に
研
究
し

た
多
年

の
成
果
を

一
系

の
下

に
纏

め
た
も
の
で

あ
る
o

全

槻
と
し
て
人
と
作

品
の
闘
を
流

れ
る
打
情
的
糟
聹

を
見
よ
う
と
し

た

こ
と

人
謄
、
赤

人
、
恤
即耳
、
旋
人
、
家
持
、
鑑
麿
鯵

の
萬
葉
集

の
主
な

る
歌

人

ヤ
ま

た
女
歌
人

弔
、
民
衆

歌
人
を
對
象
と
し
て
、
萬
葉
集

の
縛

形
、

紳

人

の
田
心
想
、
古

代
の
僅
障設
、

上
代
生
活
等
の
主

な
る
問
題
を
鷲
察
ナ

る
聾
、匿
を

と
つ
た

こ
と
o

寓
薬
集

の
歴
史
的
澱
義
を
見

る
た
め
に
、
肥
肥
の
融
を
概
劉

し
で
萬

秦

鼻
を
産
閏
す
る
過
程
を
院
め
、
萬
葉
汲

の
歌
人
を
號

い
て
臨
葉
集

の
淀

れ
を
見

よ
う
と
し
た
こ
と
o

萬

葉
集

の
震
立
を
髭
き
、

そ
の
研
究

の
鼓
逹
を
も
眺
め
て
、
某
礎

吋
研

究

に
も

ふ
れ
て
ゐ
る
こ
と
o

本
書
は

こ
れ
尊

の
薪
見
地
ド
立

つ
前

べ
未

言
の
考
蒄
で
あ
る
。
貧

に
牢

薈
に
よ

つ
て
萬
葉
集
の
研
究
は
確
か

に

】
薪

生
岡
を
剛
拓

L
た
も
の
で
あ
る
o
萬
票

班

究
者
上
代
支
學

に
興
味
を
窘
ナ

る
人
に
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
苟

く
も

ζ
の
固

民
的

歌
集

の
眞
判
を
知
ら
ん
と
す
る
人

ぐ
の
爲

に
霧
二
の
件
侶
で
あ
る
9

陵瓔
鐸
騎
櫨
鶴
髏
鰹
紮
颶
鍵
砺
如靉
箴
裳
獣

にら民學著 の

興ん衆の者 一 一 一 一 一交
昧 と生中はを階の礫武眺武二淨 し全渉
をす活心新見綴興な士め士起挫交體 を

有 るの翅…逾よ的味委 とそ及が草學 と深
す人崟鋼篤う窟あを素のび世紙的しく
るに野 を學 と餓るε2町特町扣淨現て内
人はをなのしを第め人質人と瑠象文面
蝦々 ナ士た考柄義 、を生の璃の』撃本
に二開穰 、 慮に理遊考活交本特 を質
はのし4そ し就 、女へ'渉 、質生に

多俘て縦の てて人とた遊 を洒を活立
大侃ゐを多 時逑愉地v見 落見の入.
のでる捉年 代べ 、女 生よ準 よ衷つ

暗あOへ の 鴇 た粹 、 活 う 、う現て
示 り總て研w
を 、川的究 の

含吏噂人に 特
んにreよ 性
で現の蹠つ を
ゐ代交のて 解
るの融 複 削
O燦 、地.麋 し

活世を多 生
'邦闢 … 活

.hの箔な 展

來特 しる 閉
_の 疏 、徳 の交
をよ川 理

婆域く文 法

、斤 、と誘 と と如

迢正卿 作 し稗 し し實、俗 譜 た7ド とて に

わ と 生 尊 考 見

び 迸 汚 を へ ん
、冶 噂 展 同 と

さ郎 需需 開 時 し…

び の 誰 の に たi
'封 生 萎 生 も.

漣 立 活 の 活9
知 に 等 下 の で
、晦 の に 路 あ

鬣 代 踏 考 和 る'

剰 の 粗 へ を 。1
尊 特 を 、 通

舌

俳
諧

の
道

二
、蕉

風
の
出
來

、寂

の

六
、俳
甸
。
袤

五
、溝

的
氤

緞

姦

靄

誓

三
、霧

淒

崩

罐

の
舞

。
活
叢

の
由
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繍

饕

噸蠶

釁
鑵

喬

駟
日
本
詩
歌

の
體
系

鞭

鑓
.蕗

和
歌
、
俳
句
、
俗
曲
、
民
賄

な
ど
の
卩
本
詩
歌
ー1
國
交
醗
史
上
の
花
で
あ
る
o

そ
し
て
こ
れ
鯵
11
そ
の
量
に
於
て
各
時
代
を
通
匸
飴
め
て
頭
嬰
な
地
位
を
占
め

て
ゐ
ポ
o
鸞
際
國

文
學

の
研
究
は
モ
の
大
串
を
こ
れ
尊
蒔
歌

の
研
究

に
侠

つ
ぺ

を
も

の
で
あ
ら
う
o
し
か
も
従
來

の
碍
究
は
皐
な
る
そ
の
部
分
的
研
究

の
外

に

出
で

ず
裳
面
皮
楓

の
研
究
に
止

つ
て
ゐ
る
o
本
書
は

こ
の
點

に
惨
甲ら
ず
し
て
著

者

が
多
年

の
莚
蓄
を
顧
倒
し
目
本
詩
歌

の
全
野
に
瓦
切
趣

め
て
複
雜
多
樣
た
内

面
本
質

に
立
入

つ
て
こ
れ
を
親
緯
立
て
歿
系

つ
け
た
も
の
で
あ
る
o

一
和
歌
、
潼
俳
町よ
口
唱
歌
、
岱
画
、
民
謠
韓
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
租
類
の

時
歌
を
封
象
と
し
、
蛻
鏤
、
祭
交
、
鉢
叩
、
譲
美
歌
、
歌
劇
な
ど
を
も

冖

心
綱
羅
し
た
。

一
日
木
詩
歌

の
歴
史
的
開
展
を
跡
づ
け
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
翠
な
る
裘
面

に
衷

は
れ
た
歴
史
的
耶
實

よ
り
も
解

う
そ

の
根
柢

に
榴
は
る
存
在
理
由
を

重

ん
じ
な
が
ら
そ
の
發
展

を
系
統
的

に
仙駄
遞
し
た
o
郎
ち
日
本
詩
歌
が
如

何

に
し
て
童

生
し
分
化
し
た
か
、
又
そ
れ
が
如
何

に
し
て
鳴堕
蓮
興
睡
し
何

か
故

に
衰
滅
萎
灘

し
た
か
、
更

に
將
來
如
何
に
發
展
し
ゆ
く

べ
き
か
等
の

网
題

を
解
決

し
よ
う
と
し
た
O

ζ
れ
に
よ
つ
て
日
寧
詩
獄

の
壷

坐
、窮
冖建
、

憂

邏
、
衰
滅

の
捉
本
理
出
を
閑

朋
し
た
O

}
膊
歌
モ
の
も
の
に
針
ナ

る
正
し

い
理
解
を
有
し
確
實
な
摂
撮

の
上
く
立
ち

科
恥
的
方

法
に
よ
つ
て
聾
理
し
た
O

口
本
特
耿
は
國
民
と
共
に
存

し
踊
民
と
共

に
菜

え
る
も
の
で
あ
る
o
牢
欝

は
そ

の
屐
史
的
筏
櫨

の
上
に
立

つ
て
11
本
詩
歌
の
新

生
面
を
聞
展
す

る
と
共

に
更

に

新
し

い
問
罷
を
鑷
呱
し
た
も

の
で
あ
る
o
日
堆
詐
歌

O
研
究
者

ー2
勿
畭

一
艘
國

文

母
唖
角好
者
に
鍋
r好
の
撫
¶
9
一で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
丱旬
く
も
麿
旧く
詩
歌

に
m
喞
ひ

を
寄
せ
異
味
を
有
ナ
る
人

ぞ
に
は
多
大

の
培
示
を
応

す
も
の
で
あ

る
。

束
寡
帝
闥
大
串
國
交
墨
研
究
室
紹
斡

國
文
學
研
究
叢
牲
第
四
編

交
鰍

土

手
塚
鼻
先
生
薯

版 四忽,

源
氏
黝
の
新
研
究
庭
假
金
歩
風
参
拾
餞

遒

蒋

金
扮

四
餞

驢

源
毘
胸
驕
出
で

、
九
百
鹸
年
、
膏

に
网
文
學
上
の

一
異
彩

で
あ

る
ば
か
り
で
な

く
全
世
界

に
於
け

る
最
古

の
小
託

の

一
と
し
て
、
し
か

も
あ

の
時
代
に
人
情
展

開

の
遒
程

を
寫
し
た
殉
据
と
し
て
、
そ

の
紐
鼓

に
於

て
そ

の
敍
述

に
於
て
か
`

ま
で

に
完
傭
脚し
た
も
の
を
見

た
の
は
、
正

に
世
界
丈
境

の

一
大
驚
異
で
あ
る
O

晋

聖
は
肌
先

の
中
に
か

L
ゐ
偉
大
な
文
學
を
有
ず
る
ζ
と
を
誇
と
し
叉
心
強
く

思

ふ
も
の
で
あ
る
o
か
く

し
て
源

氏
脚
語

一
度
拠
で

て
國
交
學

の
主
流
は
全
く

そ
の
跡
を
氾

つ
て
展
開
し
た
と
も
見

.り
れ

る
o
さ
れ
ば
漂
氏
徇
語

の
研
疵
は
古

く
よ
り
行
は
れ
現

に
革

々
殆
ど
大
同
小
興

の
註
霜
瞽
が
綴

々
刊
行
さ
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
何
れ

も
先
人
の
薪
詑
を
縞
承
景
守
し
た
る
も

の
の
み

に
て
、
モ

の
距
踰

野
証

に
顔

す
る
総
論
的
方
画

の
研
究

に
蓖

つ
て
は
見
る
べ
き
も
の
が
旺

だ
少
な

い
0
碁
者

11
新
遒
簿
學

の
士

こ
」
に
見
る
所

あ
り
多
年

研
究

の
轉
果
趣

に
本

替
を
な
ナ

に
覆

つ
た
O
貿

に
本
審
は
渦
去
五
百
年

の
源
氏
胸
翻

に
踊
す
る

騨
筒
爆
職

の
研
究
史
を
背
聴
と
し
、
砺
も
創
作

に
志
ナ
署
響
ポ
嘗
然

の
恥
紬
と

し
て
作
家
的

見
地
よ
り
深
く
箟
作
者

の
躙
作
心
環
に
立
入

つ
て
研
究
距
険
し
た

も

の
で
、
潟
り去

の
轟肌
節
門
に
勲
榊は
れ
ず
幾
多
婿
髭
を
出
し
た
源
氏
陥惆
飜
研
究
史
の

骸
前
線

に
立

つ
も
の
で
あ
る
o
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よ 今 姫
い 若 版三忽

一__.

J

i

l

oし

實 元
に 祿
四 時
鶴 代
は を
元 知
祿 ら
時 う

代 と
の 租

先 ふ
頭 な
に ら

立 ば
つ 先
て づ

井

原

西

畊 策
a.
a>蕃

酬w
控 大
くt$S幾
閥

交 姦
學 厨士
究
㌶

雋 ・謬
良 園
一 文

鶴
瓦
何
金
冬
囚
五
拾
錢

返
科

拾

四

鈍

ζ
れ
を
最

も
明
自
に
最
も

大
膽

に
(
最
も
具
髄
的

に
最
も
鈴
く
妓

い
て
ゐ
る
の
で
、
此

の
時
代

の
生
活

の

費
際
と
趣
脈

の
捉
抵

と
を
逧
憾
な
く
霧
し
て
ゐ
る
〇

一
口

に
二
萬

三
千
五
百
句

の
放
起
叢

に
世

人
を
駐
倒

せ
し
め
た
0
も
四
鶴
で
あ

る
。

一
代
O
文
人

と
俗
翫

者
と
よ
η
等
し
く
讙
仰

の
言
葉
を
簿
し
た

の
も
四
鶏
で
あ
る
O

こ
、
に
西
秘

の

一
ぱ
か
U
知
ら
れ
ぬ
偉
大
さ
と
複
雜
さ
と
が
あ
る
o
本
響
は
酉
鶏

の
此

の
偉
大
さ

と
複
雑
さ
と
の
全
面
容
を
見
道
さ
う
と
企
て
た
o
即
ち
人
、揺
晶
訟
、
淨
世
草
子
、

浮
璃
瑠
な
ど
を
始

め
典

の
他

一
切

の
蠑
莪
を
通
匸
て
四
鶴

の
真
貫

の
あ
ら
ゆ

る

斷
皿

に
觸

れ
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ

る
〇
四
掲

の
本
髏
を
見
究
め
よ
う
と
す

る
に
は
、
内

か
ら
共

の
心
鑓

の
撫
移

弔
創
作
心
理

に
深

い
探
り
を
入
れ

る
と
共

に
、
外
か
ら
元
祿

の
時
代
恩
潮

と
聯
代
蛾
治
と

に
觸

れ
る
必
觚
ハが
あ
る
o
そ
こ

で
聯
代
的
環
境
を
明
瞭

に
ナ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
四

鋤

の
相
を
鮮
明

に
魁
呷ぴ
上

ら
せ
よ
う
と
賦
か
た
o
か
く

て
噛珊
密

の
黶
利
な

6
哀
察
と
多
碓
・
の
研
究
と

の
軸

渠
は
、
本
.曾

に
於
て
朋
か

に
四

妨

の
全
鱒
を
蘇
生
せ

レ
め
た
觀

が
あ
る
o

,

東
京
帝
囮
大
畢
國
交
贋
碑
究
寃
網
韓

闇図
文
學
研
究

蕁

第

亠ハ
翫
四

粟
洋
大
ぷ
歌
授

夊
學
士

湯
地
孝
先
生
著

鼬

樋

ロ

一
葉

論

定
償
金
多
測
五
扮
鋭

逾
料

金

措

四
錢

徒
來
の
鋭
念

小
説

に
搬
ら
す

し
て
新

に
心
理
描
窩

滋
蜘
冖満
腐
の
旗
織

な
鍼

し

て
佳
作
迚

出
姪
名
な

一
噂
に
態

に
し
れ
の
は
樋

口

「
黛
で
あ
ろ
9

一
葉
の
文

壇
に
於

け
ろ
活
動

は
叨
泊

二
十
五
隼

よ
り
共
二
十

充
炭
F
し
て
病
没
す
る
ま

で

儼
に
四
年
o
共
間
作
る
遣

二
十
皴
籀
。
本
番

は
此
艦
不
朽
の
名
作
々
通
し

て

一
薫

り
全

面
容
な
知
ら
ん
ε
す

る
の
で
あ

る
。

一
膝

納
的
態

鹿
に
ょ
つ
て
各
方

面
か
ら
.の
握
求
奄
綜
合
し

一
蓁
文
拳
の
絵

一耶
ピ
内
容

ピ
な
新

に
瓢
儀
立
て

る
こ
・こ
に
翁
新
の
主
意
を
置

ビ
た
〇

一
「
葉
交
學

の
背
景

な
な
し
五
時
代
の
遡
努
特
に
寓
實
の
風
潮
竝
に
其
吹

期

へ
の
抽
移
に
留
趨
し
明
油
文
畢
の
中

橿
ミ

一
葉
の
遘
炭
期
的
文
學

=

の
交
渉
を
明

か
に
し
&
う

ピ
し
血
〇

一
努

め
て
創
作

の
心
理

に
立
入
り
共
實

生
活

か
ら
作
品

へ
の
遒

崔
流
息
奄

叨
か
に
し
よ
う
"㌧
し
憺
o

一
「
葉
文
學

の
史
的
慨

値
か
岡

明
す
る
ご
共

に
井
文
學
的
價
伍
な
探
リ
味

の
文
學
靠

る
ニ
ミ
奉
強
調
し
六
〇

叨
泊
文
壇
に
天
才

一
葉

な
閏
し
糞
こ
ピ
は
吾
尊

の
誇
で
あ

ろ
O
而
も

一
葉

に

就

て
見
ろ
べ
き

研
究
の
な

い
の
は
膏
簓

の
大
な
る
恥
辱
で
め
る
。
著
皆
は
新

丈
學

に
就
て

逾
詣
深

い
篤
學

の
士
、
躁
丘

葉
な
研
究
す
る
・
ミ

多
年
。
本

霄
は
寅

に
努
者

が
帯
心
の
瀚
果
な
世
に
悶
は
ん
ピ
マ
る
も
の
で
.
需
時
の
文

學
界
の
雰
園
氣
並
に
水
準
を
十
分
に
考
察
し
て
傅
就
的
先
入
見
々
脆
し

一
蒙

の
眞
面
目
々

生

か
し
て
ゐ
る
O

毒
O

..

レ
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=

東
京
帝
國
大
串
悶
丈
墨
研
究
室
縞
輯

國

文

學

研

究

叢

書

第

七
編

東
幕

國
奉

国
丈
學
研
蹇

交
攣
士
池

田
龜
鑑
先

生
.著

刊新最

宮
廷
女
流
日
記
丈
學
個
金
奪
圃
五
拾
競

逾
料

金
拾
四
鈍

王
朝

時
代

に
於

け
る
幾
多

の
閃
秀
作
家

の
兼

に
な

つ
た
臼
詑
交
學

は
m剛
交
部
史
上
に

於

て
特
異

の
箆
位
を
占
有
ナ
る
も

の
で

あ
り
同
時

に
又
獨
自

の
丈
學
世
界
を
展
開
し

て
趣

め
て
曲騰
術
的
債
値

の
高

い
も

の
で
あ

る
。
而
も
此
等

に
封
す

る
研
究
考
祭
は
從

來

全
く
閑
却
せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
乙
、
本
書

ー1
鼓

に
見
る
所

あ
り
、
此

の
内
観
的

乃
至
哲
學
的
と
も

い
ふ
ぺ
き

「
系
列

の
文
蹙
を
主
周

と
し
て
正
寓
な
る
交
學
酌
地
位

を
嬰
求
し
端
鋤
澄
徹
な

る
批
朔
及
び
鑑
賞

を
試
み
て
、
そ

の
眞
意
義

を
蘭
明
し
た
も

の
で
あ
る
。

一齟

本
省
は
碧
碧
胴
が
渦
闇山去
繭
ハ
年
間
各
地
を
歴
遊
し
冬

種

の
交
一犀
及

び
躇

家
に
秘
曲麒
せ

ーら
る

旨
門
外
不
出
.の
珍
籍
を
渉
猛
し
諸
積

の
、異
本
を
騎
霧

に
比
較
按
合
し
て
本
文

を
制
定
し
古
腔

を
檢
討
し
前
人
未
甘

の
新
解
を
施

し
精
緬
な
る
紮
引
を
作
り

「
宮

延
女
流
日
記
考

」
無
慮

=
禺
八
千
枚

の
原
稿
を
整
理
し
此

の
驚
く

べ
き
甚
礎
的
作

業

の
上
に
漸
く
完
域
し
た
る
批
騨
的
鑑
賞
的
考
察
で
あ
る
。

一

本
書

は
日
記
交
學

及
び
そ

の
作
者
を
知
的

に
置
明
せ
ん
と
す

る
よ
9
も
寧

ろ
人

間
的

に
吹
得
せ
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
王
朝
女
性

の
模

寡
的
委
態
を
外

面
朗

に
解
制
分

析
し
た
も
の
で
な
く

て
そ

の
間

に
現
は
れ

た
る
久
邇

の
女
性

の
環

か
し
き

不
朽

の
光
彩

を
直

に
凝
魁
し
た
も

の
で
あ

る
。

著
者

は
新
遨
篤
楽

の
士
最
近
東
大
國
交
挙
科

が
生
ん
だ
秀
才
で

あ
る
。
現
時

の
國
丈

學
界

に
於

け
る
混
濁
枯
漏

せ
る
謹
索
的
論
丈

に
鎌

ら
ヂ
し
て
近
代
的
理
知
と
抒
情
詩

的
熱
棲
田と
を
交
路
し

て
織

リ
嵐
し
た
樊
は
し

い
曲饕
術
的
騨
論
で

あ
る
o
實

に
本
書
は

日
毘
丈
箪

の
研
究
と
し
て
は
我
が
學
界
に
於

け
る
最
初

の
企
で

あ
り
殆
ど
噛

「
の
叢

績
で

あ

つ
て

そ
の
透
徹

せ
る
鈎
斷
と
朋
狼
な
る
曽
究

と
清

澄
な
る
鑑
貧
と
は
全
く
他

の
企
及
し
冊
ざ
る
所
で

あ
る
●

寛
…京
帝
國
大
學
国
丈
母
研
究
室
網
孵

大

西
貞

治
先
生
著

刊新最

國
文
學
研
究
叢
書
第
八
編

古
代
純
日
本
思
想

定
個
金
參
隅
五
拾
衄

逾

料

金
拾

四
戯

本
書
は
古
事
祀
並

に
萬
葉
奥
を
中
心
と
し
そ
の
他

の
丈
獣

の
助
け
を
か
り
隅

例
よ
り

奈
瓦
朝

未

に
至

る
所
謂
幣
帥
的
創
造
生
活
哮
代
、
聞

民
彑
活
白
畳
時
代
、
國

民
生
活

激
動
時

代
に
亘
-ー
專

ら
古

代
日
本
人
の
箭
紳
生
活
を
對
騅
と
し
て
純
眞
な
國

民
思
想

を
研
究

し
た
も
の
で
あ
る
。
脚
ち
古
代
丈
藝

に
見
え
た
純
眞
な
國
民
思
想

の
本
質

そ

れ
が
外

來

の
儒
佛
濫
惣

に
よ

つ
て
如

何

に
影
礬

せ
ら
れ
闘
練

せ
ら
れ
た
か
・

こ
れ
が

奈
莨
朝

に
入
つ
て
如
何
な

る
形
質
を

と
っ
た

か
、
更

に
儒
佛
思
想
が
幽
民
思
想

の
上

に
如
何

な
る
痕
跡
を
残

し
て
ゐ
る
か
、

こ
の
問
に
於
け
る
思
想
界

の
訣
勢

11
ど
ん
な

で
あ

つ
た
か
。
か
う

い
ふ
問
廻
を
樋

め
て
思
憇
的

に
内
面
本
質
的

に
蹴
明
し
よ
う
と

す
る
の
が
本
書

の
主
殴
で
あ
る
。

一

古

峯
肥
を
以

て
古

代
日
本

の
哲
墨

と
魏
じ
た
こ
と
。

舶禺
葉
集
を

噌
伽凧
思
和
仙昇

の
股
勢

か
ら
灘

ら
m
順
柵
脚的

に
観

じ
た

ζ
と
.

古
事
記

に
具
現
せ
ら
れ
た
國

民
生
活
と
寓
薬
集
に
褒

現
せ
ら
れ

た
踊

艮
思
想

と
が
本
質
的

に
臓

や
味
通
す

る
も

の
で
あ

る
と
豊

じ
た
こ
と
。

従
楽

に
於

て
絶
え

て
見
な
か
つ
た
こ
れ
等

の
新
見

地
に
立
ち
そ
の
内
容

が
導
く
が
ま

、
に
深
く
内
面

の
精
騨
生
活

の
殿
堂

に
梦

入
し
警
者
貞
身

の
隈
-ー
な
嚢
要
求

に
謬

じ

て
自
由

に
觀
じ
自
由

に
考

へ
新

に
見
出
し
た
眞
寅
粗
を
具
鐙
的

に
描

き
出
さ
う
と
し

た
の
が
本
・書
で

あ
る
。
古
代

の
図
民
怠
想

も
現
在

の
要
求

に
應

じ
て
新

に
霄
き
替
【
へ

ら
札
な
け
れ
ー-
な
ら
な

い
筈
で
あ

ら
。
か
く

し
て
著
者

は
十
餘
年
研
讃

の
戊
果
を

以

て
世

に
岡

11
ん
と
す
る

の
で
あ

る
。
古

代
思

想
ー1
本
書

に
於
て
初

て
不
弾

の
價
値

と

永
蹴

の
若

さ
と
を
得

茲

に
新
生
命

を
以
て
全
く
蘇
生
し
た
か
の
蜘
榊
が
あ

る
。

旃
も
之

に
よ
く
思
想
的
艘
形
を
興

へ
た
所

に
著
者

の
獨
創
力

の
深
さ
と
隱
れ
た
る
世
界

に
浸
.

透
し

て
行
く
力

の
強
さ
と
を
見
出
す

と
共

に
、
國

交
堪
研
究

に

一
新
生
面
を
朗
き

そ

の
逖

む
ぺ
き
道
を
鴫
示
し
て
ゐ

る
。
著
者

61
現
畔
固
丈
學
界

に
於

て
嘱
粟
せ
ら
れ

て

ゐ
る
少
壯
有
冊月
の
士
で
あ
る
。

こ
の
噂
噂九
厂た
る
管
劭
墨
丁者

を
臨陛
に
」輜
介
ナ
る
こ
と
を
得

た

の
ー1
弊
堂

の
喜

び
で
あ
る
請

ふ
売
づ

本
審
冖
に
つ
い
て
見
ら
れ
よ
o

」

`
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G

刊新
粛
窟
蕾
周
大
.學
國
文
學
研
究
室
編
韓

國
文
學
研
究
叢
書
第
九
編

東
京
女
子
大
學
歌
.授

交

學
士

倉
野
憲
司
先
生
著

古
事
記
の
新
研
究
定
倒
金
梦
叫
五
拾
鈍

逾

料

金

拾

四

錢

古
事
記
は
日
本
上
代

に
於

け
る
最

も
重
聾
な
る
丈
獻
で
あ

つ
て
、

日
本
丈
學

の
源
泉

.と
し
て
、蹟
民
思
想

の
揺
墮

と
し
て
又
古
代
の
國

民
盈
活
を
活
婁

し
た
も
の
と
し
て
、

古
代

の
日
本
を
知
る
殆

ど
唯

一
の
賓
典
で
あ
る
o
而
も
從
來

の
古
箏
肥
研
究
は
多

く

そ

の
跿
輝

の
範
圍

を
出
で
な

か
つ
た
O
本
書

ぽ
、

こ
の
點

に
憺

ら
ず
し
て
深
く
そ
の

内
界
本
質
に
立
入
リ
、
全
`
署
者
獨
自

の
見
解

に
よ

つ
て
根
本
的

に
研
究
鈴
明
し
た

も
の
で

あ
る
。

一
古
事
記
を
上

代
に
於

け
る
民
族
的
叙
事
女
學
と
糎

じ
、
そ

の
.成
立
・内
睿

及
び
形

へ

式

に
亘

つ
て
民
族
的
叙
冨
詩

の
本
質
的
研
究
を
経

と
し
、
曾
語
・騨
話
・宗
歌
。

人
獺
・
考
古
・
土
俗

・
歴
史
・
民
族
・
心
覆
鱆

の
各
方

百
よ
り

の
科
驫
的
研
究
を
緯

と
し
た
も

の
で

あ
る

こ
と
〇

一
古
事
記
研
究
の
鼓
題
を
跳
め
て
そ

の
基
礎
的
研
究

に
も
觸

れ
た

こ
と
o

「
古
事
耙

の
素
材
を
な
す
紳

話
・傳
詮
及
び
醗
話
の
比
較
肘
襲

を
試

み
.た
こ
と
〇

一
古
事
鼬

に
具
現

せ
ら
れ
た
上
代
の
固
民
思
想
及
び
図
民
生
活
を
闇
吊明
せ
ん

と
し

た
こ
と
。

本
書

は
以
上

の
新
見
地

に
立
ち
著
者

が
多
年

ρ
祖
蓄
を
傾
倒
し
て
複
難
夢
様

な
る
古

窺
7肥

の
内
容

本
質

に
立
入

つ
て
之
を
紐
織
立
で
系
読
づ
け
た
も

の
で
、
明
か

に
古
亭

訖
研
究
.に

「
新
生
面
を
開
拓

し
た
る
も
の
、
そ
の
.科
學
的
研
究

を
試
み
.た
最
初

の
も

の
で
ポの
る
。
買

に
本
睿

に
於

て
古
事
記
の
眞
窟
践
は
始

め
て
閑

朋
せ
も
れ
た
觀
が
あ

畜
o

1

正

岡

子

規

論

歌

舞
.伎
脚
本
史

'

、

丈

學

士

藤

川

忠

治

著

「

交
學
士

守

隨

憲

治

著

,

●
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鬮
繍
國皴
静
の

最

高

權

威

東
京
帝
國
大
學
國
文
學
研
究
室
編
輯將

別
號
ぱ
年

二
回
、
四
月
、
†
月
漫
行

し
、其
他

ぽ
晋
通
覊
と
す

大
正
予
.一年
五
月
創
刊

侮
刀
一
回
發
行

.
謝

職

鑾

・
嬾

毎

號

國

語

國

文

學

界

の

大

家

薪

邏

學

者

の
研

究

並

に

國

語

教

授

に

關

す

る

意

見

を

發

表

致

し
ま

す

が
、徇

廣

く

大
方

の

御

投

稿

を

歡

迎

致

し

ま

す
。

,


